
『ジェイ コブの部屋』 の闇 と光

太 田 素 子

力60薦1eoo御(1922)は 、VirginiaWoolfの 三番 目の・」・説 で あ り、彼女 が伝 統的小 説

の手 法か ら脱 皮 して書 いた は じめ ての小説 であ る。ル60薦RoO解 の書 かれ る三年前 に彼

女の 代表的評論 の一つ で ある"ModernFiction"(1919)が 書 かれ てい るが 、これ は19世

紀風 リア リズム とは一線 を画 す る新 しい手 法の実験 小説宣 言 と して、20世 紀 の小説 を論

ず る際 には よ く引 き合 いに出 され る評論 であ る。ル60挑RoO〃2は 、この新 しい理論 の具

体化 として書かれ た、作者 は じめ ての大胆 な実験小 説 であ る と言 われ てい る。伝統 的小

説 の視点 か らは断 片的 で とらえに くいこの小説 をと く鍵 を求め るに当 た り、 この小 説が

元来、印 象派的 手法で描 かれた 、 きわめ て視覚 的 な小説 といわれてい る ことを思 いお こ
　の

した い。 ス トー リー 展開や 人物描写 よ りは、視覚 的効果 が読者 に インパ ク トを与 えて い

る。光 と色彩描写 にす ぐれて いる と言 われ るこの作品 では あるが、本論 では、特 に黒 と

闇 の特有 の視覚効 果 に着 目 し、灯や 光 と対 比す る こ とで、ル60薦RoO〃 ¢とい う作 品 を考

察 してい きたい。

闇 と光 、夜 と昼の問題 は、 すで に力60薦 」?oo〃!の前作 に あたるN忽 痂 襯4Dの ・
　　　

(1919)の 表題 となって いる。 この夜 と昼 は 「昼 は交際 、夜 は瞑想」 「思考、孤 独、夜 の
くヨ　

自由 な独立 した世 界 と、行動 、社 会、昼の拘 束 され た世 界」 とい う意味 で用 い られ 、又、

作者 の永遠 の主 題 であ る夢 と現 実の ヴ ァ リエー シ ョンをなす語 で もあ る。本論 で考察 し
　　 　

て い く黒 と闇 も、苛酷 な現実 を露呈 させ る昼 の光 との関 わ りが不可 欠 となる。

まず、黒 の原点 と して、幼 いJacobを 意識 下の安 息の 中へ す っぽ りと包み こむ闇 を考

えてい く。夜 も更 け家 の灯 が全 て消 され た、ハ リケー ンの吹 き荒れ る夜の闇 は以下 の様

に語 られ てい る。

Therewasaclickinthefrontsitting・room.Mr.Pearcehadextinguished

thelamp.Thegardenwentout.Itwasbutadarkpatch.Everyinchwas

rainedupon.Everybladeofgrasswasbentbyrain.Eyelidswouldhavebeen

fasteneddownbytherain.Lyingonone'sbackonewouldhaveseennothing
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butmuddleandconfusion-cloudsturningandturning,arldsomethingyellow-

tintedandsulphurousinthedarkness.(P.12.)

嵐 をは らん で攻撃 的 な この 夜 の闇 はJacobを 脅か して は いな い。夜 の闇 にす っぽ り包 ま

れ たJacobが 意識 下の 眠 りの 中に深 くや す らい でい る様子 が"Jacoblayasleep,fast

asleep,profoundlyunconscious."(P.12.)と 描 かれ る。.黒 と闇が幼 児に与 え る このや す

ら ぎをJacobは 以 後 、肉体 的本 能的 には黒や 闇 に包 まれ た母 と恋 人 に求 め 、精 神 的 には

闇 の ギ リシ ャに求 め て い くこ とにな る。

黒 が強 い視 覚効 果 を与 える最 初 の場面 は、Jacobの 幼 児体 験 と して次の 様 に描 か れ て

い る。

Thelargeredfaceslyingonthebandannahandkerechiefsstaredupat

Jacob.Jacobstareddownatthem.Holdinghisbucketverycarefully,Jacob

thenjumpeddeliberatelyandtrottedawayverynonchalantlyatfirst,butfaster

andfasterasthewavescamecreaminguptohimandhehadtoswervetoavoid

them,andthegullsroseinfrontofhimandfloatedoutandsettledagainalittle

fartheron.Alargeblackwomanwassittingonthesand.Herantowardsher.

``Nanny!Nanny!"hecried
,sobbingthewordsoutonthecrestofeachgasping

breath.

Thewavescameroundher.Shewasarock,Shewascoveredwiththe

seaweedwhichpopswhenitispressed.Hewaslost.

Therehestood.(p.8.)

これは/」・説 の冒頭 近 くの 一場面 で あ る。幼 いJacobFlandersは 母 や 兄 と離れ て砂 浜 で蟹

を とって い る。 恋 人同士 が海岸 に並 ん で横 たわ って い るの に出 くわ し、 じろ りと睨 みつ

け られ て恐 ろ し くな って逃 げ だす。 前 方に彼 の乳 母 の黒 い姿(blackwoman)を 見つ け

て、安堵 の あ ま りす す り泣 きなが ら駆 け よ ってみ る と、大 きな岩 と見間違 えて い た こ と

がわ か る。 やす らぎの黒 に 包み込 まれ るこ とを求め なが ら昼 の光線 で現 実 が露呈 す る構

図が 、安 堵 か ら落胆 へ の彼 の心 の落差 が 、"Shewasarock."と い う簡潔 な文章 に 見事

に凝縮 され て い る。"blackwoman"を め が けて走 りだ す時 、男女 の赤 ら顔や 派 手 な大判

ハ ン カチの 色彩 の世 界か ら、 モ ノ トー ンの世 界へ と変 わ る視覚 効 果 も鮮 や かで あ る。

乳母 は彼の母BettyFlandersの 代 わ りと して求 め られて い る。"blackwoman"は 未

亡 人Mrs,Flandersの 「黒 い 日傘 」(P,7.)と 重 な り合 う。 それ 故、 この"blackwoman"

は不安 と恐 怖 に駆 られ た幼 児がや す らぎの対 象 として 本能 的 に求 め る母 親 の視覚 化 とい
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くう　

え る。Jacobは 三 人兄弟の 中で も母 親か ら最 も無関心 に扱 われて いる。その上、本来Mrs.
　　 　

Flandersは 決 して母 性的 には描 かれて いない。彼女 は母子 の関係 よ りも男女 の関係 が以

合 うよ うに描 かれ て、それ 故、Jacobに とってMrs.Flandersは 、浜辺 で出 くわ し自分 を

睨 みつ け脅 かす恋 人の 男女 と重 な り合 う部分 を もつ。浜辺 の男女 が 自分 に対 して放射 す

る攻 撃的 で激 しい感情か ら逃 れ よ うと したJacobは 、母の代 わ りに、母親的 に一方的 に

包 み込 ん で安 ら ぎを与 えて くれ る対 象 として乳 母(blackwoman)を 求め て駆 け寄 った

の で あった。 そ して、彼 が乳 母 を求め るのは この場 面一度 き りで あ る。睨 みつ ける男女

の 目 を逃 れ 母性 の安 らぎ を示 す黒 に包 まれ る こ とを本 能 的 に求 め て走 り寄 ったJacob

に、昼 の 明 るい光線 は、 それが乳母 で はな く岩で あ る とい う彼 に とって は苛酷 な現実 を

曝 け出す。脅 威の解 消 され ない不 安 な現 実の 中 に在 る とい うこ とを、彼 は"Therehe

stood."と 明確 に認識 させ られ るので ある。闇 にす っぽ り包 まれ て安 ら ぎ深 く眠れ る幼 児

の幸福 な世 界か ら、Jacobは 自分 に対 して攻撃 的で安 らげ るこ との ない苛 酷 な大人 の 日

常世 界の現 実 に一瞬 直面 したの であ る。その直 後にJacobは 、苛酷 な現実 の象徴 であ る

skul1を 拾 い上 げ るこ とにな る。苛 酷 な現実 の攻撃 的 な輪郭 を包み こみぼや け させ る こ と

で人 を安 らがせ る黒 と闇 、そ して、 その 黒 と闇 を照 ら し出 して苛酷 な現実 を白 日の下 に

曝 け出す 白昼の光線 とい う構 図が 、見事 な視覚 効果 によって定着 されて い る場 面 であ る。

黒 を効果 的 に用い たこの挿話 でJacobが 求 め た黒は母親 であ った。 しか し、決 して母

性 的で はなか った母 に も充た され ず、 又、母の替 わ りに一度だ け求 め た乳母 も見出せ な

か ったJacobは 、青 年 にな る と今度 は恋 人に黒 を求 め てい くこ とに なる。そ して、Jacob

が性 関係 を結ぶ 娼婦Florindaに も黒が効 果 的 に用 い られ て いる。 青年 となっ たJacob

の前 に、精 神の みで 肉体 を もたない女 であ るClaraDurrantと 、肉体 の みで精 神 を もた

ない女Florindaが 登場す る。しか し真昼 の 白い光 が よ く似 合 い夜 もパー テ ィの明 る い灯

の下 で輝 くClaraに 好意 を寄せ られ なが ら、JacobはClaraに 安 らげ ない。Jacobに とっ

てClaraは 不 毛 で よそ よそ しい昼 の世 界 に属 す る女性 で あ った。 これ に対 してJacob

は、本能的 にFlorindaの 肉体 に安 らぎを求め て魅 かれてお り、そ して黒 と共 に描 かれ る

のはClaraで は な くてFlorindaな の で ある。

Florindaが は じめ て登場す る場面 には、闇 の黒が効 果的 に用 い られ て いる。

Theflameshadfairlycaught.

"There'sStPau1's!"someonecried
.

AsthewoodcaughtthecityofLondonwaslitupforasecond;onothersides

ofthefirethereweretrees,Ofthefaceswhichcameoutfreshandvividas

thoughpaintedinyellowandred,themostprominentwasagirl'sface.Bya

trickofthefirelightsheseemedtohavenobody.Theovalofthefaceandhair
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hungbesidethefirewithadarkvacuumforbackground.(pp.72-3)

GuyFawkesDayの 夜 、焚 火 を囲 む 人々の 中で一際 目立つ女 性 の顔がFlorindaで あ る。

頭 部の み に明 か りが 当た り、首 か ら下 は まるで"havenobody"の よ うだ と語 られ て、

光 と闇 の対比 に よ る強烈 な視覚 効果 をあげて い る。Florindaの 肉体 の輪郭 をす っぽ りと

包み込 んで"darkvacuum"に 変 え る闇 に、 そ して厳 しい現 実 を闇 の 中に溶 か しこんで

しまった よ うなFlorindaの 肉体 に 、自ら も包み込 まれ たい とJacobは 、Florindaを 求め

て い くので あ る。

黒 と闇 に包 み 込 まれ た いJacobの 願 望 は、 さ ら に、 レ ヌ、トラ ン で 見 か けた"black

woman"と 重 ね合せ て語 られ る。二 人の 食事 中に、一 人の女 が連 れの 男 に罵声 を浴 びせ

て 、男 を残 した ま まさっ と出 てい く。これがblackwomanで あ る。彼女 が 闇 に消 える場

面 か ら、 その闇 の中 をJacobとFlorindaが 彼 の部 屋 へ 辿 りつ くまで は以下 の様 に重 ね

合 わせ て語 られ る。

Outsheswept,theblackwomanwiththedancingfeatherinherhat.

Yetshehadtogosomewhere.Thenightisnottumultuousblackoceanin

whichyousinkorsailasastar.AsamatteroffactitwasawetNovember

night.ThelampsofSohomadelargegreasyspotsoflithtuponthepavement.

Theby-streetsweredarkenoughtosheltermanorwomanleaningagainst
.the

doorways・ …

WherehadtheotherwomangottoPAndthemanP

Thestreetlampsdonotcarryfarenoughtotellus.Thevoices,angry,

lustful,despairing,passionate,werescarcelymorethanthevoicesofcaged

beastsatnight・ …Atoncethepavementnarrows,thechasmdeepens.

There!They'vemeltedintoit-bothmanandwoman・ …Andsoonagain

intothedark,… ・Jacob,withFlorindaonhisarm,reachedhisroom.

(pp.80-81)

この女 の消 え た闇 は、 男女の 関係 をす っぽ りと包み込 み、 男女の 大声 の喧嘩や修 羅場 を、

つ ま り現 実 の攻撃 的で 角ば った全 ての輪郭 を、 溶か しこむ役割 が与 え られ てい る。 その

闇の 中 を、"blackwoman"と 重 な り合 うよ うに して今度 はJacobがFlorindaを 腕 に抱

い て 自分の部 屋へ 戻 って い く。 次 に二 人が描写 され る ときに は明 らか に二 人の 肉体 関係

が暗示 され て い る。 それ故 、blackwomanも ロン ドンの闇 も、GuyFawkesDayの 闇

に溶 け たFlorindaの 肉体 と重 な り合 って、Jacobの 本能 的、肉体 的安 らぎへ の憧憬 を描
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きだ して いるので あ る。

しか し、blackwomanの 後 を追 うよ うにFlorindaと 共 に 自室 に戻 ったJacobが ラ ン

プの灯 を ともす場面 には既 に、Florindaの 肉体 への憧 憬の黒 はその挫折 の兆 しが見 られ

る。Florindaを 求 め て二 人 き りに な りつ つ も、彼 は 現実 の 男女 の性 関 係 につ い て"ln

spiteofdefendingindecency,Jacobdoubtedwhetherhelikeditintheraw"(P,81.)

と逡巡 を禁 じ得 ない。 かつ て幼 児期 に浜辺 で寝 そべ る恋人の 男女の放 射す る敵 意 と攻撃

性 に怯 えた彼は、Florindaの 肉体 に憧れつ つ現実 の肉体 関係 に た じろか ざるを得 ない。

彼がFlorindaの 黒 と闇 に包 まれた 肉体 に求め たの は、本質的 に攻撃的 な男女 の性 関係 で

は な くて、苛 酷 な現実 の攻撃 か ら彼 を護 り肉体 的 に包み込 み安 らがせ て くれ る母親的 役

割 で あったので あ る。

Florindaの 闇 に包 まれ た肉体 に"romantic"に 憧 れっ つ、現実 の男女 関係に逡 巡せ ざ

る をえなか ったJacobに 、苛 酷 な現 実が曝 け出 されて、再 度Jacobは 傷つ か ざる をえな

い。 二 人の関係 が しば ら く続 いた後、Jacobは 夜 の ロン ドンの 明 るい街灯 の光 を浴 びて、

Florindaが 他 の男 と腕 を組 ん で歩み去 るの を、嫉 妬 に駆 られ て眺め るこ とにな る。

Thelightfromthearclampdrenchedhimfromheadtotoe.Hestoodfora

minutemotionlessbeneathit,Shadowschequeredthestreet.Otherfigures,

singleandtogether,pouredout,waveredacross,andobliteratedFlorindaand

theman.

ThelightdrenchedJacobfromheadtotoe.Youcouldseethepatternonhis

trousers;theoldthornsonhisstick;hisshoelaces;barehands;andface.

(P.93。)

街 路 にみ ちあふれ る光が 闇 を照 ら し出 し、Florindaの 裏切 りとい う苛酷 な現 実 を暴 きだ

す 。先 の、母 親への 本能的 な求 めの黒 と同 じ経 過 をた どって、Florindaの 肉体 へ の憧憬

の 黒 も、昼 を思 わせ る明 るい光線 に さ らされ てい く。JacobはFlorindaが 自分 だけの も

ので は ない とい う苛 酷 な現実 を直視 せ ざる をえ な くな る。刀60薦Roo彫 はVirginia

Woolfの ・」・説 の 中で は最 も男女 の性 的関係 を描写 す る場 面 が 多い。 に もかか わ らず、

Woolf自 身 、男女 の性 関係 だ けで人 間の完 全 な"companionship"が つ くられ るわ けで
げ 　

は ない と考 えていたの はBernardBlackstoneも 指 摘す る とお りで あ る。Jacobが 女 性

に求め た肉体 的安 らぎの黒は、いずれ も挫折 せ ざるをえなか った。しか も、Jacobが 女性

に包み込 まれ安 らぎたい と求め た黒は、 その挫折 の構図 に よってか えって強烈 な視覚 的

インパ ク トを読者 に与 えて、黒 の存在証 明 をす るこ とにな るの であ る。

この ように して黒 と闇 は母 の場 合 に も恋 人の場合 に も、そ こに肉体 的 に包み込 まれて
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安 ら ぎた い と憧 憬 されつ つ苛 酷 な現実 とい う白 日の下 に曝 され て挫折 して い った。 しか

し同時 に彼 は現実 に住 み暮 らして い るロ ン ドン とは時空 共 には るけ き対 象 として古代 ギ

リシャ を憧憬 してお り、 この精 神 的憧憬 の対 象 としての ギ リシャ も、闇や 黒 と密接 に関

係 して くる。次 に このJacobの 精神 的憧憬 としての 黒 を考 えてい きたい。GuyFawkes

Dayの 夜 明 け とBritishMuseumを 訪 れ た夜の 二つの場 面 を、 ロ ン ドンに あって憧 れ る

闇 の ギ リシャの例 として あげ る。

GuyFawkesDayの に ぎや か な夜 も更 け、夜 明け にJacobは 大学 の友 人Timothy

Durrantと 共 に ロ ン ドンのHaverstockHillか らお りて くる。 先 に述べ た、 闇 と焚 火の

中でFlorindaが は じめて 登場 したの と同 じGuyFawkesDayの 夜 で あ る。夜 明 け とい

って も、11月6日 の朝4～5時 と しるされ て い るので 、 ロ ン ドンの この時刻 は まだ闇が

支配 してい るはず で あ る。 この 闇 の 中でJacobとTimmyは ひたす ら・ギ リシャに憧 れ 、

二 人は ロン ドンで は な く闇の 中の ギ リシャ を歩 いて い る気分 を味 わ う。

JacobknewnomoreGreekthanservedhimtostumblethroughaplay.Of

ancienthistoryheknewnothing.However,ashetrampedintoLondonit

seemedtohimthattheyweremakingtheflagstonesringontheroadtothe

Acropolis,andthatifSocratessawthemcominghewouldbestirhimselfandsay

"myfinefellows
,"forthewholesentimentofAthenswasentirelyafterhis

heart;free,venturesome,high-spirited。(p.75,)

Jacobは ア テ ネの 心 情 を 「自由 で 冒険 好 きで 意 気 盛 ん な 心 』("free,venturesome,high-

spirited")と 讃 え て い る。 そ れ は 「感 受 性 が つ よ い 」("impressionable")Jacobの 「僕

は 今 あ る が ま まの 僕 で 、 そ うい う 自分 で あ りた い と思 っ て い る」("IamwhatIamand

intendtobeit"P.34)と い う'1童れ の境 地 で あ る。 ケ ンブ リッ ジ のPlumer教 授 の 昼 食 会

で 感 じた 現 実 の"discomfort"と そ れ は対 照 的 な 世 界 で あ る。"thisloveofGreek"(P.

75.)と 自 ら述 べ るJacobは 、 は る か な る憧 れ を語 る精 神 的 高 揚 感 に満 ち て い る。 そ し て 、

こ の 闇 の 中 で憧 れ る ギ リシ ャ が あ くま でJacobの 心 情 の 中 で のromanticな 憧 れ の ギ リ

シ ャ で あ る こ とは 、Jacob自 身 、そ れ 程 ギ リシ ャ 語 に堪 能 で もな く古 代 史 に も疎 い と い う

事 実(p.75。)か ら も明 らか で あ る。 これ に つ い て は 、後 述 す る現 代 の ギ リ シ ャ 、白 昼 の パ

ル テ ノン神 殿 来 訪 の もつ 意 味 の と こ ろ で 今 一 度 ふ れ て い き た い。

ギ リシ ャ 古 典 と闇 が 重 な りあ う場 面 が も うひ とつ あ る 。 昼 間 にBritishMuseumで 借

りて き た ギ リ シ ャ古 典(Plato:・P勉6〃z`s)を 、 そ の 夜 、Jacobが 自 室 で読 み 耽 る 時 、"the

visionsandheatofbrain"(p.108.)に っ き う こか され て 、 闇 の 中 で ギ'リ シ ャ古 典 に我 を

忘 れ るJacobは 次 の よ うに描 か れ て い る。
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The勘 認 〃 πsisverydifficult.Andso,whenatlengthonereadsstraight

ahead,fallingintostep,marchingon,becoming(soitseems)momentarilypart

ofthisrolling,imperturbableenergy,whichhasdrivendarknessbeforeitsince

PlatowalkedtheAcropolis,itisimpossibletoseetothefire.

Thedialoguedrawstoitsclose.Plato'sargumentisdone.Plato'sargu・

mentisstowedawayinJacob'smind,andforfiveminutesJacob'smind

continuesalone,onwards,intothedarkness.(p.109.)

Jacobの 敬愛 す るプ ラ トンが闇 の ア クロポ リス を歩 くimageは 先 のGuyFawkesDay

の場 面 と同 じで ある。 読 み終 ったJacobは"forfiveminutesJacob'smindcontinues

alone,onwards,intothedarkness"(p.109.)と 語 られ る。 自室の 闇の 中で体 験す る 「脳

の持 つ幻 想 と熱 」 それ 自体 がJacobがromanticに 求め て い る闇 の ギ リシャの 本質 で あ

る こ とに、Jacobは 未 だ気付 いて いない。彼の求 め てい るの は、ギ リシャ文 明の遺跡 や古

代 史、 ギ リシャ語 とい った現 実 に実在 す る もの、 つ ま り上記 の 「脳 の持 つ幻想 と熱 」 を

覆 って い る 「頭蓋 骨」("boneIiescooloverthevisionsandheatofthebrain"p.108.)

の部分 で は ない とい うこ とは、 彼が現 実 にギ リシャを訪 れ ては じめて 明 らか に なって い

くので あ る。

現 実 に生活 して い るケ ンブ リッジや ロン ドンにい て、 どれ ほ ど闇の ギ リシャの幻 想 に

安 らいで も、 それ は又 さめ る夢 に しか す ぎ ない と、 この 時点 で はJacobは 感 じて い る。

上記 の 「脳の持 つ幻 想 と熱」 も、す ぐ後 にJacobの 部屋 の引 かれ た カー テ ンの 外 で繰 り

広 げ られ るロン ドンの街の現 実 の展開 に よ って、破 られて い くの であ る。 その 彼が思 い

が けず に遺 産 を もらって、 ギ リシャを訪れ る機 会 を もつ こ とに な る。現実 の ギ リシ ャ旅

行 は、Jacobの 心情 に ある 「闇」の ギ'リシャの意味 を明確 にす るこ とに な る。 ロン ドンを

離 れて現 実の ギ リシャ を訪 れたJacobは 、古代 ギ リシャ と古典 に寄 せ てい た 自分の幻 想

と現代 の ギ リシャの 間の ギャ ップ に まずは激 し くた じろ ぐ。"ModernGreece"はJacob

を憂轡 に させ る。

InspiteofitsramshackleconditionmodernGreeceishighlyadvancedinthe

electrictramwaysystem,sothatwhileJacobsatinthehotelsitting・roomthe

tramsclanked,chimed,rang,rang,rangimperiouslytogetthedonkeysoutof

theway,andoneoldwomanwhorefusedtobudge,beneaththewindows.The

wholeofcivilizationwasbeingcondemned.

Thewaiterwasquiteindifferenttothattoo.Aristotle,adirtyman,
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carnivorouslyinterestedinthebodyoftheonlyguestnowoccupyingtheonly

arm-chair,cameintotheroomostentatiously,putsomethingdown,putsome-

thingstraight,andsawthatJacobwasstillthere.(P.137.)

Jacobは 現 実の ・ギリシャの俗物 性 をまのあ た りに して、 自分の ギ'リシ ャへ の幻 想 に眉、い
　 　 　

至 る。 しか も 「幻 想 とい う驚 くべ き才 能 」 を持 っ て い なか っ た ら今 よ り もっ と不 幸 だ ろ

う とJacobは 思 う。Jacobが ロ ン ドンや ケ ンブ リッ ジ の現 実 に 耐 え 、 自室 とい う避 難 所

で 安 ら げ た の は 、 幻 想 の 中 で の 闇 の ギ'リ シ ャ と して 、 プ ラ トンや ア リス トテ レ ス の 古 典

の 世 界 を持 っ て いた こ とに 、 この 辺 りか らJacobは 気 付 い て い く。 そ し て 、Florindaと

性 関 係 を持 つ 直 前 に 、 逡 巡 し たJacobがrefugeと し て 求 め た の も"malesociety,

cloisteredrooms,andtheworksoftheclassics"(p。81.)で あ っ た。 今 、 俗 っぽ い 日常

性 を露 呈 し てPlumer教 授 の 昼 食 会 と同 質 の 俗 悪 性 を もつ 現 実 の ギ リシ ャ に 限 りな く憂

欝 に な りつ つ 、 は る け き もの に憧 れ る"romanticveininhim"(P.139.)を もつJacobは 、

"`IshallgotoAhtensallthesame'heresolved
,lookingveryset,withthishook

dragginginhisside."(P.146.)と 目 前 の ギ リシ ャ を 見届 け る決 心 を す る。 そ ん なJacob

の 目 に は ア テ ネ の 街 は"Nowitissuburban;nowimmortal"(P.147.)と 現 代 の ギ リシ

ャ の 俗 悪 さ以 外 の 面 を垣 間 見 させ て くれ る こ とに な る。 こ の 街 をimmorta1な 存 在 に し

て い る の は ア ク ロ ポ リ スの 丘 に あ る パ ル テ ノン 神 殿 の 遺 跡 で あ る 。 パ ル テ ノ ン神 殿 は そ

の 確 か な存 在 感 と共 に次 の よ う に描 か れ て い る 。

Theextremedefinitenesswithwhichtheystand,nowabrilliantwhite,again

yellow,andinsomelightsred,imposesideasofdurability,oftheemergence

throughtheearthofsomespiritualenergyelsewheredissipatedinelegant

trifles.Butthisdurabilityexistsquiteindependelltlyofouradmiration.

Althoughthebeautyissufficientlyhumanetoweakenus,tostirthedeepdeposit

ofmud-memories,abandonments,regrets,sentimentaldevotions-thePar-

thenonisseparatefromallthat;andifyouconsiderhowithasstoodoutall

night,forcenturies,youbegintoconnecttheblaze(atmiddaytheglareis

dazzlingandthefriezealmostinvisible)withtheideathatperhapsitisbeauty

alonethatisimmortal… ・TheParthenonisreallyastonishinginitssilent

composure;whichissovigorousthat,farfrombeingdecayed,theParthenon

appears,onthecontrary,likelytooutlasttheentireworld.(pp.147-8)

Jacobの 意識 の フ ィル ター を通 したあ こがれ の ギ リシャは闇 と共 に語 られ たが 、 この パ
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ル テ ノン神 殿 は 白昼 に聾 え た っ て い る。 しか も俗 っ ぽ い現 代 の ギ リシ ャ を描 く昼 の光 線

よ り一 段 と光 の 強 い"brilliantwhite"(P.147.)"blaze"(P.148.)と 描 か れ て 、 昼 の光 の

中 に 一 際 抜 きん で て 特 別 の 白光 を放 つ よ う に描 か れ て い る。 さ らに幻 想 で は な い し る し

に"Theretheyare"と そ の 存 在 感 が 語 られ る。 こ の パ ル テ ノ ン神 殿 が 、有 無 を 言 わ さず

に伝 え て くる("implore")の は"ideasofdurability"で あ り"likelytooutlastthe

entireworld""farfrombeingdecayed"で あ る。 パ ル テ ノ ン神 殿 は"spiritualenergy"

を 帯 び て"vigorous"で あ り、"beautyalonethatisimmorta1"と 語 られ る。N,C.

Thakurも みπo∂む πoo祝 の ギ リシ ャ に つ い て 、"ltbecomesasymbolofbeautyand

く　　

immortality"と 言 って い る。 この よ うに、Jacobの み たパル テ ノン神殿 は異様 な までの

活力 に満 ちて美 と永遠 を誇示 し、 その 存在感 は他 を圧倒 す る。 しか しこのパ ルテ ノン神

殿は、「我 々の賛 美 とは無関係 に」("independently")存 在す るがゆ えに、自らの"roman-

ticvein"に 突 き動 か され て、は るけ き安 ら ぎの場 として彼 の憧 れ る闇の ギ リシャ とは別

の存在 なの であ った。パ ルテ ノン神殿の 示す活 力 と永遠性 を"Theretheyare"と 受 け入

れつつ 、Jacob自 身は、それ に よって何 ら安 らぎ も痛痒 も感 じな いこ とで、自 らの心情 の

中の 「闇の ギ リシャ」 を識別 して い くこ とに なる。"Greecewasover;theParthenon

inruins;yettherehewas."(P.149.)とJacobは"romanticvein"を 持 ったmorta1な

自分 の存在 を改めて確 認す る ことにな る。 そ して、 その様 な 自分の心 と眼 を通 して み る

ギ リシャ として、再 び夜 の ギ リシャがJacobに 示唆 を与 えて くれ る。 白昼 に眩 し く輝 い

て、morta1な 人間の賛 美 とは無関係 に美 と永遠 を誇 示す るパル テ ノン神殿 を目の あた り

に した後 、Jacobは 、も う一度 、今度 は暗 くなってか らパル テ ノン神殿 を訪れ る。ギ リシ

ャで知 合 った魅 力的 な女性Mrs.SandraWentworthと 一緒 であ る。 闇が幾度 も強調 さ

れ る中で"TherewastheAcropolis"(P.160,)と 神 殿の存 在は確認 され るが、昼間 の よ

うな"vigorous"で 活力 にあふれ た描 写 はな い。描 かれ るの はimmorta1な パ ルテ ノン神

殿 とmorta1な 人間の 関係 で あ る。

They[i。e.JacobandSandra]hadvanished.TherewastheAcropolis;but

hadtheyreacheditPThecolumnsandtheTempleremain;theemotionofthe

livingbreaksfreshonthemyearafteryear;andofthatwhatremainsP

AsforreachingtheAcropoliswhoshallsaythatweeverdoit,orthatwhen

JacobwokenextmorninghefoundanythinghardanddurabletokeepforeverP

Sti11,hewentwiththemtoConstantinople.(p.160.)

「生 きてい る者 の感 動 は くる 日も くる 日もそれ らの建 物 にあた って くだ け ちる。そ うい う

ものの 中で何 が残 るだろ う」 としるされた後 で、"WhenJacobwokenextmorninghe
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foundanythinghardanddurabletokeepforeverP"と い う反語的 な問 いか けが な され

る。"theemotionoftheliving"の レベ ル が注 目され る時、 重要 なの は、何 が 永遠 に残

るかで は な くて 、「求 め て は砕 け散 る生者 」 の求 め の姿 勢 で あ り関 わ りの姿勢 で あ る。

Jacobの 場 合 それ は彼 を彼 た ら しめ て い る"romanticvein"つ ま1)挫 折 して も挫折 して

も求 め て い く心 で あ り、 それ が、光 に よる苛酷 な現 実の 露呈 の 中 にあ って尚 、闇 と黒 を

求 め てい く姿勢 とな って い くの で ある。Jacobは 、闇 と共 に描 かれ る古 代 ギ リシャ に憧

れ 、 白昼の 現代 ギ リシャに失 望 し、 自らの存在 とは関 わ りな く永遠 を誇示 して輝 くパ ル

テ ノン神殿 を 目の あた りに見 る こ とで 、再 び 自 らとの関 わ りを闇 の中 の ギ リシ ャに見出

すの で あ る。 彼の求 め るギ リシ ャは、 白昼 に 見た俗悪 な現 代 の ギ リシャの喧 騒 で もな く、

個 人の憧憬 とは 無関 係 に 美 と永遠 をvigorousに 誇示 す る 白 く輝 くパ ルテ ノン神 殿 で も

な か った。それが 、immortalな ギ リシャ精 神 その もの で はな く、ギ リシャ精 神へ のmor-

ta1な 彼 自身の憧 れ即 ち彼 の心 の 中の夜 の闇 の ギ リシャであ るこ とに、Jacobは 、この ギ

リシャ旅 行 で思 い至 った とい えよ う。

生身 の女性 に求 め た 肉体 的 本能 的憧 れの 黒 は、光 に さら され る事 で苛酷 な現 実 を露呈

して、Jacobの 憧 れ は挫 折 す る。 しか し、彼 の精 神的憧 憬 の対 象で あ る闇の ギ リシャは、

光 に さら され、 俗 っぽ い現 代 の ギ リシャや 、個 の賛 美 と無 関係 に 美 と永遠 を誇示 す るパ

ル テ ノン神 殿 を目の あた りに 見た後 も、尚 、それ ら とは一線 を画 して 彼の心 の 中 に存在

し得 るこ とを確 認 した こ とが、 彼の ギ リシャ旅 行 の意味 とい え る。 そ して現 実 の ギ リシ

ャ とはむ しろ無 関 係の 、 この彼 の心 の 中の 、闇の ギ リシャ とは、既 述 した よ うに、現 実
　

に束縛 され な い、 自分が あ るが ま まの 自分 で い られ る場 で あ り、 さらに、 敬愛 す るア リ

ス トテ レ スや フ ラ゚ トンが 親 し く話 し掛 け て くれ 、そこ にcompanionshipの 生 まれ る場 と

いえ よ う。それ は まさ に、Florindaの 肉体 にふ れ よ うと して 男女 関係 の持 つ本 質 的攻撃

性 に た じろい だ時、彼が切 に戻 りた い と願 った"malesociety,cloisteredroomsandthe

worksoftheclassics"(p,81.)と 深 く関 わ って くる。 そ して、 この よ うな 男同士 の交 友 、

世 をさ けて引 きこ もる部 屋 、古典 の文 学 作 品の三 つか ら連 想 され るの は、 ケ ンブ リッジ

の学寮 の学 生 た ちの集 いで あ る。夜 の闇 に灯 る真球 色の灯 の 中、友 人Simeonの 部 屋 では

JuliantheApostateが 論 じられつ つ 、特 有の 親密 感(intimacy)が 漂 って い る。

Itwastheintimacy,asortofspiritualsuppleness,whenmindprintsuponmind

indelibly.

"Well
,youseemtohavestudiedthesubject,"saidJacob,risingandstanding

overSimeon'schair.Hebalancedhimself;heswayedalittle.Heappeard

extraordinarilyhappy,asifhispleasurewouldbrimandspilldo～ ～・nthesidesif

Simeonspoke.
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Simeonsaidnothing.Jacobremainedstanding.Butintimacy-theroom

wasfullofit,stil1,deep,likeapoo1.Withoutneedofmovementorspeechit

rosesoftlyandwashedovereverything,mollifying,killdling,andcoatingthe

mindwiththelustreofpearl,・ …(p。44.)

俗物的なあるいは教条主義的な学者が椰楡 され る一方で、ケンブ リッジは 「さかま く海
　　 　

上 は るか に……灯 の ともされ た都」 「学問 の灯 を もや し灯 台の よ うに闇 を照 らす」と描 か

れ る。Jacobの 求 め た ギ リシャが 、現実 の俗悪 な ギ リシャや 人間 に無関心 にdurabilityを

誇 示 す るパ ル テ ノン神殿 で は な くJacobの 心情 の"romanticvein"の 中に 存在 した よ

うに 、 白昼 のPlumer教 授の昼 食会 の俗悪 さや 衝学 的 な学 者の 空疎 な議 論 を超 えて 存在

す るのが この学寮 での 集 いであ る。彼 の いる学寮 の方庭 は、幼 時 のJacobを 包んだ安 ら

ぎの 闇 と重 な って、学生 の部屋 を包み込 み、"asortoffulnesssettledonthecourt"(p,

41.)と 語 られ る。苛酷 な現実 を知 らなか った幼 児Jacobと 違 い、青 年Jacobは 真の 闇 に

憩 う事 は 出来 ない。その よ うなJacobに 対 して 、こ こで は、現 実 を露呈 させ る昼 の光 で

は な く、闇 の 中の真珠 色の輝 き(thelustreofpearl)が 特 有 の親密 感 を包み込 んで い る。

この 親密感 は 「精 神 が精 神 の うえにぬ ぐいがた い跡 を残 す場 合 に もつ親密 さ」 として、

古典 を語 る場 合 等の知 的刺 激 によ って支 え られ てお り、緊張 感 を と もな う("Therewas

asenseofconcentrationintheair"P.41.)と 語 られ る。 この集 いは 、VirginiaWoolf

が 中期円 熟期の ・」・説 で 見事 に描 きだ したパ ーテ ィ とは少 し異 な り、む しろ後 にBlooms・

burryGroupへ と発展 して い くWoolf自 身 と友 人 た ちの厳選 され た集 いで あ るMid・

nightSocietyに 近 い。孤独 の癒 しを身近の特 定 の 人物 に求 め きれ ず に大 勢の 人 々 を集め

るパ ー テ ィの女 祭 司 にな らざる をえなか った後 の作 品の女 主 人公達 と違 って、Jacobは

少数 の選 ば れた 人々 との 間 にcompanionshipを 見 出 し得 た。これは いわ ゆ るパ ー テ ィよ

りもよ り幸福 な集 いで あ り、 『ジェ イ コブの部屋 』とい う表題 は、 この集 いの催 され る空

間 と して重要 な意味 を もって い る とい え よ う。そ して この よ うな充 実感(fulness)緊 張 感

(concentration)親 密 感(intimacy)に 充 た され て安 ら ぎの闇 に 包 まれ た真珠 色 に輝 く集

い こそ、Jacobが 心 の中の 闇の ギ リシャ として求 め た もの の実現 で あった。しか もこれは

"simpleyoungmen …thereisnoneedtothinkofthemgrownold"(P .41)と レ・う若

者 た ちにの み実現 可能 であ った。Jacobは 、この小 説の最 後 で若 くして戦 死す る。この若

す ぎる死 に よって、Jacobは 、Woolfの 他 の小説 の主 人 公 と違 って特別 に、clooktime

の脅威 か ら永遠 に免れ得 た。それ故 にJacobは"romanticveininhim"の 挫 折 を知 らず

に、clooktimeの 介入 して こな い闇の 中で真珠 色 に輝 く理 想の 集 いを、彼の憧 れ る闇の

ギ リシャの 実現 を果 た した とい え よ う。ル60薦RoO耀 以後 の作 品の主 人 公た ちは、若 さ

の栄光 を永 遠 に過 去 の もの と して、孤独 を癒 して くれ る人間 も持 たず に、老 い と死 に引
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きず り込 まれつ つ ある こ とを常 に 自覚せ ざる を得 なか った。 これ に対 して、惜 しまれ つ

つ逝 った作者 の兄Thobyへ の 鎮魂 をこめ て創造 され たJacobは 、 その若 す ぎる死 に よ

ってclocktimeの 脅威 を免 れ得 たので あ り、それ故 にJacobは"romanticveininhim"

の真 の挫折 を知 らずに、clocktimeの 介 入 して こな い闇の 中で真 珠 色の輝 きを もつ理 想

の 集 いの中 に、彼 の憧 れ る闇の ギ リシャの実 現 を果 たす こ とが出来 たの で ある。
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